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研究開発型工業技術センターへ

技術次長 松原康雄

平成元年4月1日に工業試験場から名称を現在

の工業技術センタ ーと改称しました。この年の 6

月に国の通産省工業技術院より横山所長を迎え平

成 2年4月にはヂーム制を導入し研究チ ームをい

くつか作っております。従来からの試験、研究、

指導のウェ ート の見直しです。現在地方の試験研

究機関が求められている技術の融合化へのよりフ

レキシプルな対応への布石です。前刊にて工技セ

ンターの変化はハード、 ソフ ト面より詳しく掲載

していますので省略しますが、今活力ある工技セ

ンタ ーを目ざし大きく変化しつつあります。所長

を迎え事業は大幡に増加しております。くわしく

は又の機会としまして簡単に詳介します。

※ 地域システム技術開発事業 (5年計画、最終

年度）

※ 広域共同研究事業 (3年計画、 2年度）

情報企画（プラニング）部について

情報企画部長 藪内 武

当センターの情報企画部の概要を紹介します。

情報企画部は、本年度より情報・企画・交流支

援の 3チームがなくなり、統合して 4名の人員で

業務を行なっています。業務内容は、総務課と連

携しながら各種業務の計画及びその予算に関する

こと、技術指導・研究開発等の事業遂行のサポ ー

ト、技術情報誌の発行、特許に関すること、広報

活動を主な業務としています。また、新設の「

（財）和歌山テクノ振興財団」が行なう事業の支援

もあります。この内特に、本年度から着工する新

設の「研究交流棟」の建設および現本館の改修に

関することが当部の大きな業務となっています。

以上が本年度情報企画部が行なう主な業務の内

容でありますが、今後充実していかなければなら

ない業務分野は、情報関連の業務です。研究等の

※ 地域技術おこし事業 (2年計画、初年度）

※ 先端開放機器整備事業

※ 省力化促進研究

と多くの事業を推しております。

又、経常業務では、産官共同研究、クリエ ート

リサーチ事業、技術の架け橋事業、技術アドバイ

ザー事業、巡回技術指導事業と高度化、ソフト化、

メカトロ化、フィッ トデザイン化による新製品新

分野への開拓へと職員一同臨戦態勢でとりくんで●

おります。今一つ去る 3月18日和歌山テクノ振興

財団が設立され私はこの 4月に事務局長に兼任さ

れています。事業の詳細は省きますが役所では対

応出来にくい点を補い振術の振興発展に貢献して

いく所存ですので今後共の御協力よろしくお願い

します。

． 
情報は、学術誌等でそれなりに機能していますが、

「企業の技術分野を支援する」という当センター

の使命に関する幅広い情報、いいかえればセンター

の戦略に関する情報をいかに収拾・分析 • 発信す

るかという業務であります。各種メディアの活用

とともに今後大いに検討しなければならないと思っ

ています。終わりに私的な雑感を述べますと、 4

月1日より従来と異質な業務を担当してから乱読

した本の一節に、企画とは「どうあるべきかを求

めつづけるところ」そのために「現状を維持しよ

うとする力と戦いながら、現状を打破し、変革・

再構築・創造するところ」、 また「現状維持とい

うリスクを背負うより、現状打破のリスクにチャ

レンジしろ」とありました。まず自分自身を打破・

再構築しなければならないと思っています。
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繊維木工（リビング）部について

繊維木工部長 浦野健三

繊維木工部は、 「生活産業」全般を担当してお

り製品科学チーム、製品評価チーム、製品開発デ

ザインチームから成っています。

製品科学チームは、地域システム技術開発事業

「メリヤス生地の編立・染色フレキシプル生産シス

テム」を実施しています。今年度は、 5年計画の

最終年度として、試作ヽンステムの評価改良、普及

．を中心に行っています。製品評価チームでは、繊

維製品等の性能評価および性能アップの為の研究

を実施しています。又、製品開発デザインチーム

は、高分子、木工製品、日曜雑貨品の物性試験、

開発およびデザインを担当しています。本年度か

ら2年計画で技術おこし開発事業「リグノセルロー

スを含む木質系新素材の開発」を産業界、大学と

ともに研究開発を実施する予定であります。木材

化学食品（ケミカル）部のご紹介

化学食品部長 田村禎男． 
当部は機能材料開発チーム・精密化学チーム・

生物工学チーム・分析評価チームの 4チームによ

り構成されています。当化学食品部を利用される

方の便宜を考えて、以下、各チームの担当業務を

紹介することといたします。

機能材料開発チーム：高分子化学技術に関するこ

と、高分子の合成・改質に関すること。

具体的には、ホスファゼン化合物を用いたセルロー

ス繊維の難燃化。尿素樹脂成形材料の品質向上。

県下企業との共同研究として「新規ホスファゼン

化合物の合成及び応用に関する研究」。

精密化学チーム：有機材料技術に関ずること、製

造化学に関すること。

具体的には、カリクスアレーン新規誘導体の合成

の溶液化、新素材の発泡成形技術、釦及び装飾品、

家庭用品の試作を実施するものです。

このように私達の部は、繊維、染色、高分子、

木材、機械等の業界を対象としています。私は、

製品を提案できる研究開発を目指しています。 3

Cを念頭において仕事をするように話しています。

即ち、「時代のニーズを Catchした物づ くりを部

員の能力 (Capacity)を交差 (Cross) させて行

う。」ことが重要であると考えています。具現化

した製品を挟んで業界の方々とセンターの職員が

意見を述べあう中から共同開発がうまれるものと

考えています。いま、望まれるのは、一分野にと

どまらず、 異分野の協力であり ます。各業界のク

ロスセクションとして頑張りたいと思っています

ので宜しくお願いいたします。

とその機能についての検討。県下企業との共同研

究として「米糠副産物の有効利用に関する研究」。

生物工学チーム：発酵食品に関すること、酵素お

よび微生物応用技術に関すること、膜分離精製技

術に関すること。

具体的には、酸造用地下水の調査。固定化酵素に

よるペクチンの分解に関する研究。県下企業との

共同研究として「梅酒高品質化に関する研究」。

分析評価チーム：化合物の分析に関すること、用

排水の分析に関すること有害物質の定性・定量に

関すること。

以上簡単に述べましたが、また、各チームとも、

それぞれその業務に関連した知識を活して、工業

的な諸相談に応じています。
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機械電子（メカトロ）部の紹介

機械電子部長 岩鶴 昭

当部は、下記に紹介する 3チーム 14名で、電

子、新素材、機械技術に対応し中小企業の技術向

上にお役に立てるよう部員一同努力しています。

1. エレクトロニクスチーム

l)省力化促進研究

画像処理による微少機械部品の寸法検査装

置の開発；画像処理によるメリヤスバリの

縦歪の測定やフック部の寸法検査装置の開

発、ゴム リングの外観検沓の自動化などの

研究を実施しています。

2)人材育成事業

メカトロ ニクス技術研修 （募集人員： 20名）

；中小企業のためのメカトロ技術開発によ

る本格的な実習及びソフト開発など総合的

メカトロ ニクス技術の技術者養成研修を財

団とタイアップして行っています。その他、

EWS応用技術研修は 7日間、 30時間の研

修も行います。

皮革分場（レザーサイエンスチーム）の夢

皮革分場長 石原矩武

皮革分場では、 ロボ ット化、 情報化時代に向かっ

てCCM、EWSに詳しい職員が配属されたこと

により、一部ではあるが業界の発展に寄与できる

体制を整えつつあります。そこで皮革分場ではど

のような貢献ができるのか夢を描いて見ました。

生産現場を発展途上国に移していた企業がロボッ

トの導入による無人化工場や自動化率の向上によ

り、再度国内での生産に切替えるところもでてき

た。また、 3Kといわれる業種では、作業環境の

改善や省力化或いは呼方をカタカナにしてイメー

ジ転換を図り、若い女性にと っても魅力ある職場

とする等して作業員の確保に努めている。

皮革業界も他産業と同様の環境下に置かれてお

り、前記の手当てに早急に取り掛からなければな

らない。ここでは、費用コスト等を無視して、若

2. ニューセラミックスチーム

ニューセラミックス応用技術研究事業

l)ニューセラミックス評価技術の研究

ニューセラミックスの機械的性質や物理的

性質などの評価技術を研究するとともに応

用技術を研究する。

2)ニューセラミックス原料調製法の研究

多成分的粗成粉末の作成法の検討を行い製

品開発に役立てる研究をする。

3)素材加工における高度表面処理技術の研究・

近畿各工業試験場の協同研究で当所はニュー

セラミックスと金属の被覆層との最適な接

合方法の研究をする。

3.材料評価チーム

機械金属関係の各種評価試験や技術指導、相談、

精密測定や被破壊検査などを実施しています。

その他、 EPMAによる組織試験や破壊原因の

調査研究を行っています。

い人達にも魅力ある職場とはを考え、その実現の・

お手伝いができれば幸いと思います。

1.作業環境の改善：エアコン完備で広く明るい

職場、力仕事を機械に任せ、人はその機械の制御

をする。

2.創造的な仕事のできる環境：皮革は、服飾等

のファッション界の重要な地位を占めている。皮

革の製造現場から、ファッション界に対して提案

できるような環境づくりが望まれる。さらに皮革

を天然の蛋白質素材として用途開発或いはハイテ

ク産業への転換を図れる開発型の環境とする。

3.市場と直結した生産体制：既に他産業では各

種のネッ トワー クシステムが完成されているが、

当業界でも素材の製造から二次加工さらに小売り

の現場までをシステム化する必要がある。
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インキュベーター事業について

（財）和歌山テクノ振興財団

インキュベー ターとは インキュベーター事業の概要

本来は卵をかえす孵卵器、保育器のことですが、

ビジネス用語では「起業家育成、起業化支援のた

めの仕組み」といった意味で使われます。新 しく

企業を起こそうとする個人や創業期企業、新しい

分野への展開を目指す地域企業に対して、その立・ち上がりの拠点として事業所ス ペースを提供する
ほか、さま ざまなサービスを提供しながら、その

成長、発展を支援する施設・システムのことです。

具体的には

新規の研究開発型企業あるいは個人、既存企業の

研究開発部門を、新設される和歌山市小倉の和歌

山県工業技術センタ ーのインキュ ベータールーム

にその将来性や技術力などを基準に審査し、低廉

な賃料で入居していただき ます。入居企業に とっ

ては創業当初の資金投資の軽減や活動拠点の確保

に大きなメリットがあります。

工業技術センタ ー内の試験研究機器などの設備

や施設の利用、センター職員による技術相談・指． 導により、さらに公的機関、大学、金融機関、先
進企業等で構成する支援ネットワークで技術、経

営、財務などを多面的にバックアップ し、その立

ち上がりを支えます。 また、これからの企業にとっ

てはなくてはならない最先端技術等の情報の提供

も行います。

場 所 和歌山市小倉60番地（工業技術セ ン

ター内）

開 業 平成4年夏（予定）

施 設 インキュベータールーム

50 rrf X 7室 (24時間利用可）

共同利用室

50 rrf X 1室 (OA機器の共同利用、

会議、応接等多目的に利用）

その他工業技術センターの試験研究

設備、技術交流サ ロン、図書室、情

報資料室などが利用できます。

入居期間 原則として 3年間

入居募集 平成3年 10月開始（予定）

入居審査 平成4年 2月ごろ（予定）

入居料金 検討中

インキュベーターフロアー平面図（研究交流棟5F) 

※
 

※
 

※ 
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工業技術センター新館建設について

情報企画部

1. これまでの経緯

工業技術センタ ーは、これまで県内中小企業の

技術向上のための研究 ・指導に努め、遂次施設設

備の充実を図ってまいりました。

しかしながら近年の工業技術の進展はめざまし

く、本県中小企業においても、より高度な技術の

導入が企業運営の中で大変重要な要素になってき

ました。

そしてそれらを支える工業技術センタ ーの体制

も、より進んだ機能性の有するものに改善してい

く必要がある とのご意見が、各産業界から強く よ

せられるようになってきました。 こうしたこ とか

ら、新しい時代に対応する試験研究機関としての

在り方についてプロジェク トチームをつくり検討

する とともに、他方面からのご意見をいただく こ

とにより現工業技術セ ンタ ーを増改築して新しい

研究交流棟を建設する運びになりました。

2. 新館の概要

鉄筋コンクリ ート7階建(7階は塔屋部分）

新館延床面積 4,655吋

工事期間 平成3年7月 ～

平成4年8月

工事費約23億円

． 
※ ※ 

． 
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3.整備のボイント

理念 内容

電子技術の強化

新材料研究の強化

技術の進展

対応しうる

｀ 
． 型センター

企業に十分利用

される

｀ 
情報提供

型センター

． 
産学官や企業間

の連携をすすめ

ていく

… 型センター

バイオテクノロジ一

研究の強化

先端測定機器の

統合的配置

生活科学（リビング）

系の統合的配置

デザイン研究の強化

人材育成

企業化支援

技術の融合化及び

場の提供

民間企業との共同

研究の場の提供

産業界との接点

施設名

「メカトロ技術研究室」「画像処理研究室」

「コンピューターソフトウェア研究室」

「ニュ ーセラミックス評価試験室」

「無機材料研究室」「精密化学研究室」

「機能材料研究室」

「バイオ研究室」（クリーンルーム）

「機器の分析室」

「物理物性測定」「電子額微鏡室」

「精密測定室」 「電子計測室」

「電子ヽンールドルーム」

「製品加工研究室」「製品性能試験室」

「製品ミニエ房」 「消費科学研究室」

「色彩・デザイン研究室」

「シンポジウムルーム」 210名収容

（紀の川テ クノホール）

「研修室」 60名収容

「ロビー」兼漉示室

「図書閲覧室」「図書室」

「インキュベーター」 7室（ 1’室50対）

「融合化室（技術交流サロン）」

「産官共同研究室」（現本館改修）

「（財）和歌山テクノ振興財団」入居

所内技術交流 研究職員の集中配置（現本館改修）
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完成に近づいている。 14,000ft 2のグ リー ンは、

約110X 150 ftの不規則形をしており 、106の部

材から成る。グ リー ン自体は、全面積の半分以下

であり、 小面積のラフ、バンカ ー、 ゼラニュ ーム

の植床と木が配置されている。周囲は木材の周い

で縁取られている。 この浮きグ リー ン全体は、コ

ンクリ ートとポ リスチレンから成る 8X 30 ftで深

さ42inの複合部材を集成したものである。この複

合部材は、水漏れを防いで浮力を増すための膨張

ポリスチレンの周囲に 4in厚のコンク リート を打
設したものである。これらの部材は、 2層に重ね

合わされており、下層材は頂版がなく 、上層材は

トピックス

水に浮かんだゴルフ場のグリーン 相の接触する界面が明確な面積をもつこと、密度

が等しい相や流速が不規則に変化する相のような

アイダホ州北部の Coeurd'Aleneのゴルフ場の 場合でも操業可能なこと、スケールアップが容易

14番ホールに、世界最初の移動する浮グ リー ンが なこと、および装置の単位体積当たり非常に広い

表面積を有していることである。

非対称セラミック膜では、孔はスキン側と呼ば

れる側から他の側へと膜の中で広がっている。非

対称膜を用いることの鍵となる利点は、システム

に低い相関界面張力をもたらすことである。膜の

孔は小さい開孔を有していなければならず、さも

なければ圧力差が非常に小さくなければならない。

非対称膜はそのような開孔をスキン側で与えるが、

孔が広がっているので、質量移動抵抗は極小化さ

れている。 、 ， ● 
この技術は、水ーフ ェノールーメチルイノフチ

ルケトン系、および水一酢酸ーキ、ンレン系で用い

られている。

この非対称膜は、 Alcoa社から供給され、ガン

底版がない。ボリスチレン ・プロックの間のメタ

ル・ラスが摩擦を発生する。各一対の部材は、 コ

ンクリ ート壁の中のプラスチ ック管を通る鋼棒に

よって鉛直に連結されている。水平方向の連結は、

鉄筋に取り付けられた鋼板をポル ト接合して行わ

れる。この 1250tの構造物が組み立てられた時に、

ボリスチレンのプロックの頂部が 6inから 9ftの
等高線を描くように位置決めされ、表面に上置材

料が配置された。次に雨水と灌漑水を集め、そ し

て肥料が湖水を汚染しないように陸上の処理場に

送るための排水施設が設置された。

この島は、グリ ーンをティから 100~175yd移
動できるように陸上ウインチのケープルによって、

4つのプロックにアンカーされている。。このシ

ステムは、この湖を時々襲う 50mphの風と 5½ 
ftk波に抵抗できる。ゴルファ ーは、ボート でグ

リー ンに運ばれる。

ENR 225, 20 (Dec.3.1990) 

海外技術ハイライト 1991.3 

（日本科学技術情報セ ンター）

抽出におけるセラミックの
役割を高める孔構造

非対称多孔性セラミック膜は、非分散溶媒抽出

に対し対称膜以上の利点を約束する。

非対称溶媒抽出は、多孔性親水性膜あるいは親

有機性膜が有機層と水性層を分離 している。 孔を

通っての一方の相の選択的移動が圧力勾配によっ

て釣り合わされ、一方の表面で相互作用面を形成

する。そのプロ セスが溶質を一方の相から他方へ

と移送することを可能とする。特に魅力なのは、

マーアルミナからなっている。

Chem Eng 97 17.19 (1990) 
海外技術ハイライト 1991.5 

（日本科学技術情報センタ ー）

人事異動（平成3年4月1日）

転入

氏名新 旧

有田俊雄 総務課長 農林水産部林業課

編集後記

今回は、技術次長を始め各担当部長による各部

の仕事内容や今後の展開を中心に編集 しました。 ● 
センタ ーご利用の際に参考になれば幸いです。

トピックスは、「水に浮んだゴルフ場のグリ ーン」

と「抽出におけるセラミックの役割を高める孔構

造」を取り上げました。 これらのものは、アイデ

アと先端技術がマッチしたもので大変興味を持ち

ました。これからも興味ある内容に近づけられよ

う努力致します。

平成3年6月15日印刷
平成3年6月20日発行
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